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38年度　事業の報告

料閉演人　西成労嘲福祉センター

昭和3栴10月1日に発足した当財団は､本年3月をも-て､瀧1年6ケ月を経過いたしました｡こ

の間､大阪府の物心両面にわたる援助､中央行政撲関の指軋一般社会各方面より御協力を賜りまし

たことを深謝申上げます｡

当財団の業務は､大阪市西成区の特定地域における日雇労鯛者の円滑な就労にあわせ､その福祉を

ばかることを任務といたしておりますo昭和36年8月1日に突発した事件に対処して､大阪府は国の

職業安定機関に依存しかこの地域の労勘考を正常な就労のルートにのせ､これに関連し､非合法の

手配行為を罪除する施策を実施したのでありますが､当財団はこれをうげっ5､労働省の許可のもと

に､無料の職業籍介､日雇労働者の常用あるいは定-､就業と生活の相談､医療その他の厚生な

ど､この地域の特殊な労餉事情に対応して就労にあわせその生活の向上にも資する事業を行っており

ます｡

さいが,､求人者である各産業界の御声援をいた,,=き､そのあっせん就労数は､逐年50%近く璃大

しており､医療(無料)や職業･身上相談の利用者も次第にのひております｡また本年度は2,000余

名にのぼる労働者の求職登録をはじめて実現し､今まで具牧的資料が全然かったこの分野の実状を

把握し､これを土台として､年末年始のあぶれに処するための貯金､常靴促進のために､生活資金

の貸出しや援助など実施してまいりました｡

勿論､理想にはまだ遠い現在ではa)りますが､一歩一歩前進する仕組みをJtて､刺三度はこれらの

事業を一層充実させると同時に､新しいプランとして､蔚金を常設化し､また労勘考のいちばん悩み

の種である病気に曝し､安心して冷凍ができるように日雇労勘考腱康保険6)適用を是非とも実現いた

したく､職員をして鋭意研究､努力させている現状でありますo

当財団の事業は､この地域における日雇鵬の複雑･特殊な実状に対処する牲質からみて気長〈地

味につづげろことが必要であって､短時日で大きな効果を挙げ得るものでかことは紙面知のとおり

であります｡また数々の社会問題を含んでいる性格からいっても､限られた職員a)力で,ま所期の目的

を果すことは容易でたく､地域住民の各位をはじめ社会各方面のたえざる鵬力と御援助があって大

きな成果を得られることと存じます｡

当財団の業務運営にあたり､大阪府におかれましで言､全面的補助をもって助成されるほか､事業

所を無償琵供されるなど､格別の御援助と彿旨導を賜り､感謝措く能はざるところでありまして､左

醇大阪府知事､田中､軸両副知事を(まじめ､直接指軋こあ,tられる国労脚職員各位に深厚な諾意

を表する次第であります｡

昭和39年度の事業を開始するに当りまLt･社会各方面の絢声援を重ねてお願いし､郷挨紗申上げ

ます｡

昭和39年4月1日

財団法人　西成労勘福祉センター

理事長戸協奏三

､ご1
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西成労働福祉センター正面全景

落成･開所式

新築さtl･,'=軸英労鵬鉦L- --Jl.,･'減と冊畦-,t式典(-j･､昭和38年5月15時IliJI0時,]･ら､

新装'3 ,t同一ンツーU)80坪の,I-･･ノ場て軍律(i/t　この日､ I航ち-略･･光栄雨.=近く､足場信望

),JL ,+I,iL.二黒潮､来賓約250余名･,細Li,I,,lr. i,+=ノ式部一谷大阪･問航程般業安定課長補I,,. U)司

会しl〕星二i二､美川大阪l硝掴張出III, U)開会-TLi,にI,I+･じ三･･)､菅大阪r唖楽部くの工,陣思′一

握l故11判事-i式辞､用間Jk ･j擁･.-,.I / ,,一即･.Ltの挨拶について､本工事の一一時)施工二,地当

し/=軟式捕-ノ←休紺t衣に'i剛直∴)感謝状,i-臨,1-〔,1,は出勤ブ､性状,U･t ･申告練直]郁1(

粟安定課長1 ､大阪事長間シiL･松木民iLI=帳′i u)綱′がま言)､松厄r-ンγ一両細ii･'U)I肱の辞lJ･

あ　て､ IL時すき'LT'(会､来鉦よ新事業所をぢ欲し,たこ

主副宣･+･=,欄省､大阪用､警矧贈TT-､大馴ら)略議員､地元U),,1柾団体尺安富,-.大.教授､

社会福夜目聞手㍉宇及ジ木肌即Jl_事等で.i･)たつ

工　事　　大阪府･管陸二建築部長o)船より

木I事tri･陣11月より訓に着手し､相1月に入札を行ない直ちに着工して去る3月末lこ竣

1‥としました-建物の椀要利一し上げますと､ I開脚鋤鉦/ソトト造2階建､宅面積410平

万nI･奇陽､舗道l膏建､室根スレート輩257車力m･姫折､帥=L/フリートー7 ㌧クjg･1一家建

43仁万'7上　潮畑改築､鉄筋-,/ソノート造3階建l部蛸及弐Jj握,lI両軸641力年波,廊下

鉄骨造l I.･'甘.'椴スノート葺きl評)--｡.ニZ.巧の縫短軸は1,189年jJmで　二川こ要しました

繕｢∵樟'tl'よ2.9-72力l十Cあります_

木L再三､樟Ji築ii硝繕課並itiニ株Jt会社束硬調支術研究所め穀,,i監拙こより実施い,-=しました

が､ ･訓にあた:)重し.=iよ､未聞-i:l二生活さ,ruろ1--雁ノ欄者o)/Uの姉J及びモク埴生欄8),I.Y)ど

二､う未t='''-の設立目的にそうよう､又､これを掴される万,'iこ親しまれますよう､そ6)､欄.-,I

ii肱もとよ･)､構造､ Jd乱麻)t･色1-,,その他,I)･･.についてもいろいろと配慮いたしました,FS.演

本工事施工･ニ掠り三Ltl･･r･､建築工事､電搬旧l高潮ノ屈性謹航十時一括して株J捻社

大輔HJ,請負.こIIIL,実臨､たしま,たこ｣
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本日､西成労倣臓祉センターの藩政式を挙行致しましたところ､餉多に中にもかかわらず､皆さま
JIJI,t多数の御臨席を賜わり､まことにあ掴',tく存じます｡

西成地域の労鰯対策につきまし重言､一昨年8月の事件後､木組こおきましては､ただちに労堀部

西成分室を開設致しまして､労働着直鞍募集の援助とこれに応じる鵜渚の職業援助など､さしあた

り必要な一連の労甥施策を実施して､この地域の日雇労働者の賎業の確保につとめてまいりましたが､

本地故の労鴎者対策は単に労働問題のみにととまらず､生活援助に及ぶ巾の広い対策が契累のことで

あるとの見地から､本府におき乏しでま現地了こ財団法人西成労励福祉センターを設立いたすべ〈鋭意

努力いたしましたところ､幸い柱友生命保険相互会社の芦田社長を(まじめ各界有力者の線偶力を得ま

して､昨年9月21日に労園大臣より法人設立の許可を得た次第でございます.

本府のこの方針に対し

労飾省からも積極的な御

指導ならびに助成を賜わ

り､また関係各方面の御

協力もありまして､この

たび､この地に御覧のと

おり西成労嘲福祉センタ

ーの新築完成を見た次/

新築完成によ　り

業務を一層発展
昭和38年5月15日センタ
ー落成式における佐藤大

阪府知事の式辞

/第であります｡この施

設を拠点とすることによ

りまして､財団法人西成

ノj勘福祉センターの業務

画室は一層充実発展され

るものと期待し喜享にた

えないのてございます｡

ご承知のとお:)､当地

周辺に居住する多数男性層の中に厳､労臥生活全般が他の一般社会と大いに興る特殊蛙をもってい

るものがありまして､ややもすれば反社会的な行動をとる者もあると思われますが､本府におきまし

ては､これら日雇労働者の万引二一日も早く正規な労働について頂き､生活の安定に務めることが基

本施策の,+:イントであり､しかもこうし,t特殊地域の施策は､一元的,な行政措置だけでは充分な実効

諦寄られず､民間の力強い協力により､官民一体の組織体をもって巾広く行うことが良策と考えるの

であります｡

西成労働梧祉センターが現在まで実施してまいりました特定地域の労開音の鵬Jあっせん､これに

ともなう生活相談､医療､生活援助等につきましでま､幸い世論の支持も充分頂･.･てお･)ますので､

本地域の労働福枇行政の推進に御期待頂きたいと存ずる次第であります｡

本日御臨席を賜わりました来賓各位におかれましても､当西成労的福祉センターの運営につきまし

て格段の御指導援助を賜わりますようお願い申上げまして茜,･=簡単蕪辞で･まございます諦蹄｣を兼ね

ごあいさつといたします｡

欄和38年5月15日

大別抽事　左　藤　義　詮

し　4 )

~o'語害=

困難な仕事に御協力を願う
一一　.-′　　ヽ._　　ー　　ノー　　lr　　ヽ､･　へ　.'~　　ヽ■r　　ー　　~､　.･~　　)　　"

西成労働福祉センターの業務くま､御承知のように､この地域に住む多数の日雇労能書に､総合的な

批労.,)福祉対策を,,iかることであります｡流動のはげしい労拗音の方々に､無料の職業紹介事業を行

い.あわせてその医療や生活相談に応じて､職業の面から正常な生活を彊探してあげること､他方､

これ､こ開通してこの地域にまた残存している違法で不正常な雇用状勢にも対処して､雇用の安定と定

職化を進めることが眼目であi)ます｡昭和38年度の就労取扱い数は537,000余名にのぼり､ 1日平均

約1,500名､前iI-度の風雲5割増になって､その効果を実証しております｡

しかし､こ掴まなかなかむずかしい仕事であります｡社会的あるいは個人的な生活の不均勧‥から

みあって生ずる環境のしげあから､そ,!?労拗音個人の経済的な面でも､生活態度に彩管する情緒の上

でも､榎維需事聾をもたらし､これ諦沌労における正規な,I,-トへの牧1'-I忌避'j:いし敬遠､移動･流

転の潰すしぎなど一定酸化と生活の困難をきたしている実状であります｡したが-て､これを解決

するためには､船井あ‥せんや賎業紹介以前の個人的生活の調整という､むずかしい仕草もセン5'一

職員の負担するところと.ニー)ますが､同職員諸君はこの間の事情をよくわきまえ､ 1年を通じ､早朝

5時45分からのあっせん業務の努力ふもとより､これ､ま一例にすぎませんが､労務者にかわって､め

んどうな黄銅(土.--'交渉やあ;Bときくまくで,もぐでんの湖乍労務者､こIIする辛抱詮吊i詩壇と､緯こ若

い謙員が手5.,bよく処理していること忠ミニと《こ捌愛のほかあ･)ませ′ん｡

ま,たこ.lt輔は.労働の面.-,みて解決されるものではなく､民生行政､警察の対策等榔系機関の協

力がなければ､容易､こ進まないものであり､今日､少しでもこのセンターの業績が上っていると認め

られるの･.'ま､このような関係機関､特に警察の御協力の賜であると感諭しております｡

更にこうしたl芸い労噛福祉の目的達成のためには､社会各方面の深い理解と支援が願わしく､特に

日雇労弱者を直接雇われる雇用主､労働者が生活する西成地域における柱民各位のたえざる徳脇力を

懇請する次第であります｡

ニンフ-Ll)運営については､大阪凪まこれに支障がないように全面的に睨力して三㌧言うます｡

新中･芸に入るに曝し､ j･.業の着実,Jf発夷を切望し､垂.,_1て社会主力面ノブ常雄鈷三と窃支援を･溺鉦雷｣

し上-すまず｡

昭和39′i~4 ,I 1日

大阪府労嘲部長　中　田　理　夫

し　-I ＼
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財団法人西成労勘福祉センターの設立

設立の主旨

昭和36年8月1日大阪市西成区の-臥不良環境地域に突発した華件を契機として､園ならびに関

係行政磯閉ま､同地域住民の労臥生活全巌が他の一般社会と大いに異なるミ特殊性､にあることを

再確認Lt.これに対応する行政施策を実施するにいたった｡

その複雑な特殊性を､生活の基盤である労嘲lJ里子より見るとき､ここで日々くり返される蹄I関係

が公正を失し､これにともなって起る労幼者の不満と反社会的意識ま､行政機関と横風､依存するこ

とを望まず､もしくは敬遠する状態にあー｢て､その社会的).'･'iii調整が正常を嫉き､ ,jI轍者の生活,こ不

安定を来たしていた.

大阪)li陀地域の労幼者を正規な労勘こつかせ､生活を安定させることが､環境を改善､浄化する基

本施策のポイントであり､しかも､こうした特殊地域の施策は一元的な行政措置だけでま､十分な実

効かえられず､興宮一体をもってする公益法人を組織して､巾広く労節福祉にまで徒長することが良

策であることを結論としたのであるが､かかる団体が組織されるまでの暫定措置として､とりあえず

事件直後の9月1日から労嘲邦西成分室を急設し､労勝者の就労援助にあわせ､これにともなう職

業､医療､生活の相談にも応じ､地域の労鰯とその福据手放を進め､世論の支持するところとなって

来た｡

以上の経過を経て､西成労勘分室の機能を更に発要させて､日雇労甥者の就,)I)と労瞬福住を-.i充

実せしめるため､地域における特殊睦を把握しつつ､法的行政的に制約された施策たけに終らず､複

雑な状況と時宜に即応､広範な対策と活動を可能とする組織体を構成して､道明な企画とrn広い事業

を実施し､もって社会の要請にこたえることになった｡

財団法人西成労働福祉センタ十まこの目的を達成するため､大阪膚の発意と助成､社会各方面の協

力と援助によって設立されるものである.

i h i

I.準躍!.r務局　昭和37年5月1日､大阪層

(労離郷)内に西成労燐福祉センター設立準

備事務局を設置｡

2.設立発起人会　昭和37年7月23日､大阪醇

知事応援室において､規圃法人西成労鰯福祉

センター設立発起人会を開陸､これにともな

う仝議案を承認､可決｡

3.設立の許可　財郎設立の許可申請書は､昭

和37年9月l BH､大阪暗労働部経由､男鰯

大臣あて申請､ 37,年9月21日付､労街省収蔵

第1,320号をもって許可された｡

4.登記　財団法人の登記は37年10月22日､大

阪法務局に完了した｡

5.無料職業紹介事業の許可　本財団寄吋行為

による､主たる事業である無料の轍業紹介事

業の許可について､潤和37年9月24日大阪府

労鶴轟を通じ､労寓大臣に申請､ 9月28日付

理　　　　事

労睨省収載第1,420号をもって､ 10月1日よ

り実施することを許可された｡

6.無料職業紹介事業の継承と開始　昭和36年

9月1日より大阪府労勧部が実施していた西

成労働分室の職業の無料あっせんと紹介の軍

務をそのまま継承､以後本法人の事業として

開始した｡

7.理事会　昭和37何度理事会を昭和37年10月

26日午後2時30分より大阪竜北区中之星住友

生命保険相互会社､ 5階会議室で開舵､理野

16名中12名､監事4名中3名出席｡仝議案を

可決､決定した｡

8　新事業所の新築　大阪府は本財団に貸与す

る目的をもって､かねて西成区東大船町23番

地に新事業所を新築中､ 38年5月に完成､同

15日に誓戌と開所の式典を挙行した｡

霊iモ
王事

昭和38神変理事会忠次の通り行われた｡

日　時　昭和38年4月26日(金)午後2時20分一午後4時

会　場　住友生命保険相互会社4階会議室(大阪市北区中之島2丁目16番地)

理　事　出　席　者

芦田泰三､大林芳郎､栗山利男､駒井英二､坂田勝節､四百忠鼓､林文雄､益田豊彦､飯高輝之､

松尾純雄(17名中10名出席､代理を含む､委任状5通)

監　事　出　席　者

寒川琵-､福定家一郭(4名車2名出席､委任状2通)

欠　　　席　　　者

理事･鴻池藤一､小林大殿､沢村義夫､橋爪恭一､藤沢垣尖､松永諸道､村山)ク､監事･里非違

三度､松木幸三郎

､ 7 ＼
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議　　　　　　　事

於尼専務理事よ･'雄員の出席に関する靴,i-があ･).理事の過台数掘,こより本会の坂主を告写る｡

昭和3枠要理II･;会に於て承認のあ-た新現地真南輝之民放詐橘同約組長′朝礼二氏の詔(｢につ

づき､両氏より挨紗がa)った.

芦田理Ij･;長が議長となり､松尾専務理事より業務の報告T,:あり､次-T'議案を可決決定した｡

第1号議案　隣的8位更歳入歳出予算並びに事業言1両

第2号議案　昭和3揮度麗人歳出決算並びに会計蓋査損害の件

第3号議案　特郷会計設置の件

a･困窮労務者一時貸付金　特別会計

b･労務者身元保障基金　特別会計

C　委註料　特別会議

なお､松尾専務理事より新事業所襲工に伴い､開所落成式挙行の日程その他について説明､つづい

て名誉役員一部変更に関し説明があり､全員異議なく承認､決定した｡

議再録著名人に､議長より四冨忠蔵､鍍高津之両氏,二枚顕して紋会し,･=｡
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センター新事業所の落成･開所式の会場

､ ＼ ＼ !･ ～

名　誉　役　員

大　阪　府',I-I

会　　　長　左　　蕨　　義　　番

犬　政　商副定ま

副　会　長　田　　中　　椿　　-

大　阪　府削茶事

同　　　高　　田　　致　　一

大　陳　市　塙　条

同　　　中　　尾　　正　　平

大　技　市　長

顧　　　問　中　　馬　　　　　馨

大阪蒔議会=ま'三

岡　　　前　　田　　清一郎

大阪市,-_7.会談異

同　　　井　　上　　五　　郎

大波蒋公安委員長

岡　　　野　　国　　　　　章

大尉短工会--_Jt.弄三景

同　　　小田原　　大　　道

匹天王寺　興　三

岡　　　出　　口　　嘗　　順

天　理　条　真　筆

同　　　中　　山　　正　　喜

理茸及び監事

住友生命'盤清三三社室長

理　事　長　芦　　田　　秦　　三

専務理事　松　　尾　　紀　　韓

株式会社　大昔窪社長

理　　　事　大　　林　　芳　　郎

大.,I-A-IT麦,-i告諭日豊冨丁薫請役

同　　　　葉　　山　　利　　男

i･1',旭遜詩整式会社社長

同　　　鴻　　池　　藤　　一

上　高　手　団　長

同　　　　小　　林　　大　　衆

株式会社　喜一宇美1評社員

間　　　　駒　　井　　英　　二

毛≡ [主{一群社一缶三貴高浜一

同　　　　坂　　田　　野　　鶴

産窪窮臓社副iLi_圭

岡　　　　沢　　村　　義　　夫

株式会社　辰巳重三社長

同　　　　田　　宮　　患　　蔑

称式三豊　鐘南紀社長
一同　　　銭　　高　　澤　　之

大政活立社会_iir実意鵜大学長

同　　　　橋　　爪　　恭　　一

社会転社法人図7_i.芋圏理事長

岡　　　林　　　　　文　　雄

作　　　　　　家

同　　　　藤　　沢　　重　　夫

訪日斎閏社只≒謡え

同　　　　益　　田　　豊　　彦

天童敦大阪式日異

同　　　松　　永　　義　　道

.1　　話　　　家

同　　　　村　　山　　リ　　ウ

大坂窟労働欝長

監　　　事　中　　田　　理　　夫

大阪商工会諸手喜市理-.-I

里　　井　　達三良

大阪府民王者長

橋　　定　　宗一郎

大阪市呉三周長

閑　　　　　重　　夫

退　任　の　役　員

和　爾　俊二節　(元大阪市　助　役)

中　芋　だ　次　(元　大　阪　市　長)

春　日　　　弘　(元大阪ii公安委員長)

一　色　貞　一　(元大紋主議会議長)

清　水　嘉　一　(元大阪市議会議長)

以上名誉でA-艮退任

実　用　書　一･(元大漁吉男窮部長)

金　沢　一　之　(元大阪市民生局長･逝

去ノi

以上監事退任


